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月
十
七
日
、
よ
う
や
く
に
し
て
乗
船
、
ラ
オ
ア
グ
の
入
江

に
投
錨
で
き
た
と
い
う
。 

こ
こ
よ
り
部
隊
は
陸
路
で
目
的
地
へ
向
か
う
中
、
執
筆

者
は
病
み
上
が
り
と
給
与
係
と
い
う
こ
と
で
機
帆
船
で
北

サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
に
到
着
し
た
の
が
九
月
二
十
日
、
満

州
を
出
て
約
一
カ
月
半
を
要
し
て
い
る
。 

米
軍
反
攻
必
至
と
言
わ
れ
た
中
で
、
戦
車
第
二
師
団
は

ル
ソ
ン
島
駐
屯
を
し
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
年
一
月
八
日
、

米
軍
の
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
上
陸
に
対
応
し
て
出
動
、
一
月
二

十
八
日
、
ル
ソ
ン
島
サ
ン
マ
ニ
エ
ル
付
近
の
未
明
の
戦
車

戦
で
、
戦
車
第
二
師
団
重
見
支
隊
が
総
攻
撃
を
か
け
て
全

滅
、
戦
車
第
三
支
隊
長
重
見
伊
三
雄
少
将
も
搭
乗
の
戦
車

を
爆
砕
さ
れ
戦
死
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。 

米
軍
上
陸
後
、
ル
ソ
ン
で
の
戦
闘
が
行
わ
れ
た
の
は
、

米
軍
上
陸
の
一
月
九
日
か
ら
平
地
の
戦
闘
が
終
わ
る
二
月

十
五
日
ま
で
と
言
わ
れ
る
。
米
軍
が
上
陸
す
る
と
、
戦
車

第
二
師
団
は
全
戦
車
約
二
百
両
を
投
入
し
て
迎
撃
に
向
か

っ
た
が
、
二
月
上
旬
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
の
戦
車
と
火
砲
を

失
っ
た
。
そ
の
損
害
は
戦
車
の
九
割
、
速
射
砲
の
全
部
、

人
員
約
二
千
人
を
失
っ
て
い
る
。 

こ
の
平
地
の
戦
闘
に
お
い
て
は
、
戦
車
第
二
師
団
は
、

米
軍
に
は
全
く
対
戦
闘
能
力
を
発
揮
で
き
ず
、
壊
滅
的
打

撃
を
受
け
戦
闘
能
力
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。 

こ
の
平
地
で
の
戦
闘
後
が
、
執
筆
者
の
記
録
す
る
『
ル

ソ
ン
敗
残
実
記
』
で
あ
る
。 

そ
し
て
そ
の
中
で
、
戦
闘
に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
兵
士
の
置

か
れ
た
境
遇
・
体
験
が
、
い
か
に
苦
し
い
も
の
で
あ
っ
た

か
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
敗
戦
、
山
中
の
彷
徨
、
収

容
所
で
の
生
活
は
、
別
に
記
録
し
た
い
、
と
。 
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近
歩
五
連
隊
と
私
の
戦
前
戦
後 

山
梨
県 

 

田 

中 
 

 

要 
 
 

 

私
は
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
三
月
十
三
日
、
山
梨

県
南
巨
摩
郡
増
穂
村
宇
小
林
で
父
隆
之
助
、
母
安
次
の
長

男
と
し
て
出
生
、
私
を
入
れ
て
男
三
人
、
女
三
人
の
家
族

で
し
た
。 

昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
四
月
、
増
穂
尋
常
高
等
小
学

校
に
入
学
致
し
ま
し
た
。
当
時
は
不
況
続
き
で
失
業
者
も

多
く
、
と
く
に
小
資
本
の
田
舎
銀
行
は
倒
産
す
る
も
の
多

く
、
世
界
的
不
況
、
東
北
で
は
生
活
に
窮
し
、
年
ご
ろ
の

娘
を
身
売
り
す
る
、
ま
た
輸
出
品
の
大
宗
た
る
生
糸
は
繭

が
一
貫
一
円
に
暴
落
し
自
棄
に
な
っ
て
川
に
捨
て
た
と
か
、

発
券
銀
行
で
あ
る
台
湾
銀
行
が
潰
れ
た
と
か
騒
然
た
る
世

の
中
で
し
た
。
や
が
て
勃
発
し
た
満
州
事
変
は
支
那
事
変

へ
と
拡
大
し
、
緊
張
の
数
年
と
な
り
、
毎
日
の
ラ
ジ
オ
ニ

ュ
ー
ス
に
聞
き
入
る
状
態
で
し
た
。 

私
は
昭
和
九
年
四
月
、
甲
府
市
立
甲
府
商
業
学
校
に
入

学
し
、
増
穂
よ
り
甲
府
ま
で
の
四
十
キ
ロ
を
山
梨
交
通
、

当
時
は
峡
西
電
鉄
、
通
称
「
ボ
ロ
電
」
で
五
年
間
通
学
し

ま
し
た
。
年
間
電
車
、
バ
ス
代
は
四
十
九
円
九
十
二
銭
で
、

学
校
授
業
料
が
月
額
四
円
五
十
銭
の
時
代
で
し
た
。 

そ
し
て
昭
和
十
四
年
三
月
に
甲
府
商
業
を
卒
業
し
、
昭

和
十
七
年
末
ま
で
家
業
の
呉
服
商
の
営
業
を
行
い
、
両
親

や
従
業
員
と
共
に
甲
州
商
人
と
し
て
、
ま
た
「
労
働
は
祈

祷
な
り
」
の
商
人
魂
で
不
況
を
克
服
し
て
参
り
ま
し
た
。 

 

連
隊
の
創
立 

昭
和
十
年
代
の
初
期
、
支
那
事
変
も
長
期
化
の
気
配
、

中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
等
で
も
事
件
続
発
、
時
に
昭
和
十
四

年
十
月
二
十
五
日
に
天
皇
陛
下
よ
り
我
が
連
隊
（
旧
麻
布

三
連
隊
）
に
軍
旗
が
親
授
さ
れ
、
御
勅
語
を
賜
り
、
こ
こ

に
近
衛
歩
兵
第
五
連
隊
が
誕
生
発
足
し
ま
し
た
。
初
代
連

隊
長
と
し
て
永
沢
三
郎
大
佐
が
就
任
し
、
三
個
大
隊
十
二

個
中
隊
の
編
成
で
し
た
。
後
で
出
ま
す
が
、
第
二
連
隊
長

は
岩
時
豪
雄
大
佐
、
第
三
代
が
沢
村
駿
甫
大
佐
で
し
た
。 

大
東
亜
戦
開
戦
は
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
畏
く
も

陛
下
よ
り
米
英
に
対
し
宣
戦
の
御
詔
勅
を
拝
し
、
一
億
一
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心
、
以
て
困
難
に
当
る
決
意
を
新
た
に
し
た
次
第
で
す
。 

帝
国
海
軍
は
真
珠
湾
を
奇
襲
攻
撃
し
て
米
太
平
洋
艦
隊

に
壊
滅
的
損
害
を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
戦
果
は
、
は
な
は

だ
大
で
、
戦
後
六
十
二
年
を
経
て
、
当
時
の
大
本
営
の
戦

果
の
報
道
や
ラ
ジ
オ
放
送
に
歓
喜
し
た
人
々
は
減
少
し
て

い
く
ば
か
り
で
す
。
私
は
こ
の
貴
い
日
本
の
歴
史
の
一
ペ

ー
ジ
を
後
世
に
伝
え
た
い
気
持
ち
で
す
。 

 
 

私
の
軍
隊
生
活 

一 

徴
兵
検
査 

昭
和
十
七
年
四
月
二
十
日 

二 

入 
 

営 

昭
和
十
八
年
四
月
十
日 

東
京
都
麻 

 
 
 
 

 
 
 

布
近
衛
歩
兵
第
五
連
隊
（
東
部
第
三 

 
 
 
 

 
 
 

八
〇
四
部
隊
） 

三 

外
地
出
征 

昭
和
十
八
年
十
月
十
日
大
阪
港
出
港
、 

四 

同
年
同
月
末
ス
マ
ト
ラ
島
ベ
ラ
ワ
ン
港
上
陸
、
ス

マ
ト
ラ
島
の
首
都
メ
ダ
ン
に
駐
留
、
乙
種
幹
部
候

補
生
合
格 

五 

昭
和
二
十
一
年
十
二
月
八
日
広
島
県
大
竹
港
に
帰

還 
近
歩
五
連
隊
史
概
記 

軍
旗
親
授
は
先
に
記
し
た
昭
和
十
四
年
十
月
二
十
五
日

で
し
た
。
宮
域
、
赤
坂
離
宮
官
邸
の
守
衛
任
務
に
当
り
ま

し
た
。
昭
和
十
六
年
一
月
、
南
支
広
東
に
上
陸
し
、
同
地

の
警
備
に
当
た
り
、
同
年
七
月
、
南
部
仏
印
に
進
駐
し
ま

し
た
。
大
東
亜
戦
争
で
は
陸
路
タ
イ
国
を
通
過
し
て
マ
レ

ー
半
島
の
追
撃
戦
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
攻
略
戦
に
参
加
し
勇

名
を
は
せ
ま
し
た
。
昭
和
十
七
年
三
月
、
ス
マ
ト
ラ
平
定

作
戦
に
参
加
し
た
後
、
マ
レ
ー
及
び
ジ
ャ
ワ
島
の
警
備
に

当
た
っ
た
。 

昭
和
十
八
年
六
月
、
従
来
の
近
衛
師
団
が
近
衛
第
二
師

団
と
改
称
さ
れ
、
近
歩
三
連
隊
と
近
歩
四
連
隊
と
共
に
同

師
団
に
編
成
さ
れ
ま
し
た
。 

昭
和
十
九
年
一
月
、
編
成
改
正
が
あ
り
、
砲
兵
、
工
兵
、

海
上
輸
送
部
隊
を
含
む
大
部
隊
と
な
り
、
後
に
メ
ダ
ン
付

近
に
あ
っ
て
海
上
機
動
訓
練
を
実
施
し
、
敵
の
上
陸
作
戦

に
備
え
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

私
は
昭
和
十
八
年
四
月
十
日
、
現
役
兵
と
し
て
近
歩
第

五
連
隊
に
入
営
、
初
年
兵
教
育
を
受
け
、
間
も
な
く
同
年
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十
月
十
日
大
阪
港
を
出
港
、
ス
マ
ト
ラ
島
ベ
ラ
ワ
ン
港
に

上
陸
、
首
都
メ
ダ
ン
に
至
り
、
第
三
大
隊
第
八
中
隊
の
重

機
関
銃
小
隊
に
編
入
と
な
り
ま
し
た
。 

大
隊
長
は
竹
内
少
佐
、
中
隊
長
は
太
田
中
尉
で
し
た
。

の
ち
に
早
乙
女
中
尉
が
中
隊
長
と
な
り
ま
し
た
。
今
に
し

て
思
え
ば
大
場
、
石
川
、
平
間
、
高
林
な
ど
の
中
隊
幹
部

の
日
夜
の
ご
苦
労
が
心
に
浮
び
、
感
慨
ひ
と
し
お
で
す
。

ま
た
多
数
の
先
輩
各
位
が
他
界
さ
れ
残
念
で
た
ま
り
ま
せ

ん
。
六
十
数
年
の
年
月
の
経
過
は
各
人
の
人
生
に
相
当
の

紆
余
曲
折
が
あ
り
、
十
人
十
色
、
万
人
万
色
、
同
じ
人
生

を
送
る
人
は
一
人
も
存
し
な
い
こ
と
は
間
違
い
な
い
こ
と

で
す
。
当
時
、
こ
の
ス
マ
ト
ラ
島
に
は
、
い
ま
だ
に
オ
ラ

ン
ダ
軍
の
残
兵
が
残
留
し
、
そ
の
た
め
治
安
、
掃
討
の
毎

日
で
し
た
。 

一
方
、
原
住
民
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
は
、
同
じ
東
洋
人

で
あ
る
日
本
軍
に
対
し
て
、
熱
烈
た
る
親
密
さ
で
歓
迎
し
、

愛
情
を
以
て
協
力
し
、
我
々
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
オ

ラ
ン
ダ
軍
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
を
見
下
し
、
文
化
的
に
も

優
越
感
を
持
ち
、
植
民
地
的
支
配
を
行
い
、
搾
取
し
て
き

た
か
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
生
活
は
貧
し
く
、
困
苦
欠

乏
に
耐
え
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
は
こ
の
度
の
日
本
軍
の
進
駐
、
駐
留

を
心
か
ら
歓
迎
し
、
以
後
日
本
軍
の
要
請
に
応
え
て
使
役

と
し
て
役
務
に
従
事
し
、
い
ろ
い
ろ
の
雑
務
に
服
し
、
日

本
軍
の
警
備
駐
留
に
役
立
ち
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
昭
和

十
九
年
、
二
十
年
と
時
は
移
り
、
我
々
の
近
歩
第
五
連
隊

は
、
こ
の
大
東
亜
解
放
戦
に
い
つ
大
勝
し
て
、
米
、
英
、

蘭
を
降
服
せ
し
め
る
か
、
希
望
を
も
っ
た
メ
ダ
ン
で
の
軍

隊
生
活
で
し
た
。 

そ
の
当
時
、
連
隊
幹
部
将
校
と
し
て
陸
軍
中
尉
賀
陽
宮

邦
寿
殿
下
を
第
十
中
隊
付
と
し
て
お
迎
え
し
、
一
層
の
名

誉
と
誇
り
を
胸
中
に
、
日
夜
軍
務
に
精
励
し
た
次
第
で
す
。 

一
方
、
現
地
の
地
方
病
で
あ
る
マ
ラ
リ
ア
に
対
す
る
安

全
管
理
対
策
と
毎
日
一
回
く
る
ス
コ
ー
ル
と
い
う
大
豪
雨

の
対
応
も
ま
た
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
軍
務
に
つ
い
て

は
部
隊
の
命
令
に
よ
る
勤
番
訓
練
作
業
は
も
ち
ろ
ん
、
友

愛
の
精
神
で
原
住
民
と
交
流
し
、
安
全
で
し
か
も
楽
し
く

有
意
義
な
毎
日
を
過
ご
す
よ
う
、
常
に
頭
か
ら
離
れ
な
い
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心
、
以
て
困
難
に
当
る
決
意
を
新
た
に
し
た
次
第
で
す
。 

帝
国
海
軍
は
真
珠
湾
を
奇
襲
攻
撃
し
て
米
太
平
洋
艦
隊

に
壊
滅
的
損
害
を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
戦
果
は
、
は
な
は

だ
大
で
、
戦
後
六
十
二
年
を
経
て
、
当
時
の
大
本
営
の
戦

果
の
報
道
や
ラ
ジ
オ
放
送
に
歓
喜
し
た
人
々
は
減
少
し
て

い
く
ば
か
り
で
す
。
私
は
こ
の
貴
い
日
本
の
歴
史
の
一
ペ

ー
ジ
を
後
世
に
伝
え
た
い
気
持
ち
で
す
。 

 
 

私
の
軍
隊
生
活 

一 

徴
兵
検
査 

昭
和
十
七
年
四
月
二
十
日 

二 

入 
 

営 

昭
和
十
八
年
四
月
十
日 

東
京
都
麻 

 
 
 
 

 
 
 

布
近
衛
歩
兵
第
五
連
隊
（
東
部
第
三 

 
 
 
 

 
 
 

八
〇
四
部
隊
） 

三 

外
地
出
征 

昭
和
十
八
年
十
月
十
日
大
阪
港
出
港
、 

四 

同
年
同
月
末
ス
マ
ト
ラ
島
ベ
ラ
ワ
ン
港
上
陸
、
ス

マ
ト
ラ
島
の
首
都
メ
ダ
ン
に
駐
留
、
乙
種
幹
部
候

補
生
合
格 

五 

昭
和
二
十
一
年
十
二
月
八
日
広
島
県
大
竹
港
に
帰

還 

近
歩
五
連
隊
史
概
記 

軍
旗
親
授
は
先
に
記
し
た
昭
和
十
四
年
十
月
二
十
五
日

で
し
た
。
宮
域
、
赤
坂
離
宮
官
邸
の
守
衛
任
務
に
当
り
ま

し
た
。
昭
和
十
六
年
一
月
、
南
支
広
東
に
上
陸
し
、
同
地

の
警
備
に
当
た
り
、
同
年
七
月
、
南
部
仏
印
に
進
駐
し
ま

し
た
。
大
東
亜
戦
争
で
は
陸
路
タ
イ
国
を
通
過
し
て
マ
レ

ー
半
島
の
追
撃
戦
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
攻
略
戦
に
参
加
し
勇

名
を
は
せ
ま
し
た
。
昭
和
十
七
年
三
月
、
ス
マ
ト
ラ
平
定

作
戦
に
参
加
し
た
後
、
マ
レ
ー
及
び
ジ
ャ
ワ
島
の
警
備
に

当
た
っ
た
。 

昭
和
十
八
年
六
月
、
従
来
の
近
衛
師
団
が
近
衛
第
二
師

団
と
改
称
さ
れ
、
近
歩
三
連
隊
と
近
歩
四
連
隊
と
共
に
同

師
団
に
編
成
さ
れ
ま
し
た
。 

昭
和
十
九
年
一
月
、
編
成
改
正
が
あ
り
、
砲
兵
、
工
兵
、

海
上
輸
送
部
隊
を
含
む
大
部
隊
と
な
り
、
後
に
メ
ダ
ン
付

近
に
あ
っ
て
海
上
機
動
訓
練
を
実
施
し
、
敵
の
上
陸
作
戦

に
備
え
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

私
は
昭
和
十
八
年
四
月
十
日
、
現
役
兵
と
し
て
近
歩
第

五
連
隊
に
入
営
、
初
年
兵
教
育
を
受
け
、
間
も
な
く
同
年
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十
月
十
日
大
阪
港
を
出
港
、
ス
マ
ト
ラ
島
ベ
ラ
ワ
ン
港
に

上
陸
、
首
都
メ
ダ
ン
に
至
り
、
第
三
大
隊
第
八
中
隊
の
重

機
関
銃
小
隊
に
編
入
と
な
り
ま
し
た
。 

大
隊
長
は
竹
内
少
佐
、
中
隊
長
は
太
田
中
尉
で
し
た
。

の
ち
に
早
乙
女
中
尉
が
中
隊
長
と
な
り
ま
し
た
。
今
に
し

て
思
え
ば
大
場
、
石
川
、
平
間
、
高
林
な
ど
の
中
隊
幹
部

の
日
夜
の
ご
苦
労
が
心
に
浮
び
、
感
慨
ひ
と
し
お
で
す
。

ま
た
多
数
の
先
輩
各
位
が
他
界
さ
れ
残
念
で
た
ま
り
ま
せ

ん
。
六
十
数
年
の
年
月
の
経
過
は
各
人
の
人
生
に
相
当
の

紆
余
曲
折
が
あ
り
、
十
人
十
色
、
万
人
万
色
、
同
じ
人
生

を
送
る
人
は
一
人
も
存
し
な
い
こ
と
は
間
違
い
な
い
こ
と

で
す
。
当
時
、
こ
の
ス
マ
ト
ラ
島
に
は
、
い
ま
だ
に
オ
ラ

ン
ダ
軍
の
残
兵
が
残
留
し
、
そ
の
た
め
治
安
、
掃
討
の
毎

日
で
し
た
。 

一
方
、
原
住
民
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
は
、
同
じ
東
洋
人

で
あ
る
日
本
軍
に
対
し
て
、
熱
烈
た
る
親
密
さ
で
歓
迎
し
、

愛
情
を
以
て
協
力
し
、
我
々
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
オ

ラ
ン
ダ
軍
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
を
見
下
し
、
文
化
的
に
も

優
越
感
を
持
ち
、
植
民
地
的
支
配
を
行
い
、
搾
取
し
て
き

た
か
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
生
活
は
貧
し
く
、
困
苦
欠

乏
に
耐
え
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
は
こ
の
度
の
日
本
軍
の
進
駐
、
駐
留

を
心
か
ら
歓
迎
し
、
以
後
日
本
軍
の
要
請
に
応
え
て
使
役

と
し
て
役
務
に
従
事
し
、
い
ろ
い
ろ
の
雑
務
に
服
し
、
日

本
軍
の
警
備
駐
留
に
役
立
ち
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
昭
和

十
九
年
、
二
十
年
と
時
は
移
り
、
我
々
の
近
歩
第
五
連
隊

は
、
こ
の
大
東
亜
解
放
戦
に
い
つ
大
勝
し
て
、
米
、
英
、

蘭
を
降
服
せ
し
め
る
か
、
希
望
を
も
っ
た
メ
ダ
ン
で
の
軍

隊
生
活
で
し
た
。 

そ
の
当
時
、
連
隊
幹
部
将
校
と
し
て
陸
軍
中
尉
賀
陽
宮

邦
寿
殿
下
を
第
十
中
隊
付
と
し
て
お
迎
え
し
、
一
層
の
名

誉
と
誇
り
を
胸
中
に
、
日
夜
軍
務
に
精
励
し
た
次
第
で
す
。 

一
方
、
現
地
の
地
方
病
で
あ
る
マ
ラ
リ
ア
に
対
す
る
安

全
管
理
対
策
と
毎
日
一
回
く
る
ス
コ
ー
ル
と
い
う
大
豪
雨

の
対
応
も
ま
た
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
軍
務
に
つ
い
て

は
部
隊
の
命
令
に
よ
る
勤
番
訓
練
作
業
は
も
ち
ろ
ん
、
友

愛
の
精
神
で
原
住
民
と
交
流
し
、
安
全
で
し
か
も
楽
し
く

有
意
義
な
毎
日
を
過
ご
す
よ
う
、
常
に
頭
か
ら
離
れ
な
い
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生
活
態
度
で
し
た
。
我
々
は
特
に
メ
ダ
ン
を
中
心
に
進
駐

し
、
駐
屯
し
て
い
ま
し
た
が
、
常
に
テ
ビ
チ
ン
ギ
と
カ
バ

ン
バ
ヤ
は
第
三
大
隊
に
匹
敵
す
る
ぐ
ら
い
の
苦
楽
の
戦
場

で
し
た
。
と
く
に
大
隊
長
武
内
大
尉
の
下
で
の
軍
務
は
も

ち
ろ
ん
、
私
的
交
流
は
い
ま
だ
に
私
の
心
に
深
く
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
第
三
大
隊
に
は
荒
井
、
本
多
、
大
村
、

早
乙
女
、
大
場
、
菅
原
、
太
田
、
妹
尾
、
上
村
、
西
谷
な

ど
と
は
、
近
衛
精
神
で
意
気
投
合
し
、
軍
隊
な
ら
で
は
の

楽
し
い
交
流
を
重
ね
、
和
気
に
満
ち
た
ス
マ
ト
ラ
の
生
活

で
し
た
。 

平
穏
の
日
時
も
過
ぎ
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
終
戦

の
報
が
大
本
営
か
ら
発
令
さ
れ
ま
し
た
が
、
我
が
メ
ダ
ン

の
近
歩
五
に
は
二
日
遅
れ
の
八
月
十
七
日
に
正
式
連
絡
が

あ
り
、
驚
き
の
極
み
で
し
た
。
メ
ダ
ン
を
は
じ
め
ス
マ
ト

ラ
全
島
に
お
い
て
、
我
が
軍
は
大
勝
利
し
て
本
日
に
及
ん

で
い
た
の
で
、
我
々
は
終
戦
し
か
も
敗
戦
の
報
に
驚
き
、

心
身
共
に
残
念
、
無
念
の
心
で
夜
も
眠
れ
な
い
状
態
で
し

た
。 思

え
ば
昭
和
十
八
年
十
月
、
ス
マ
ト
ラ
島
ベ
ラ
ワ
ン
港

上
陸
以
来
満
一
年
十
カ
月
、
首
都
メ
ダ
ン
に
駐
屯
し
、
現

地
人
の
歓
迎
を
受
け
、
協
力
を
得
て
軍
務
を
遂
行
し
ま
し

た
。 そ

れ
に
引
き
換
え
ビ
ル
マ
、
比
島
、
ガ
島
、
サ
イ
パ
ン
、

硫
黄
島
、
沖
縄
な
ど
の
死
闘
、
飢
餓
戦
線
を
思
う
時
、
感

慨
ひ
と
し
お
で
し
た
。 

同
じ
軍
務
に
服
し
な
が
ら
勤
務
地
の
相
異
で
環
境
著
し

く
違
い
、
一
方
は
飢
餓
、
激
戦
、
死
闘
と
数
え
き
れ
な
い

悪
条
件
の
軍
務
に
比
べ
、
同
じ
南
方
軍
で
あ
り
な
が
ら
ス

マ
ト
ラ
は
平
穏
で
敵
機
の
来
襲
は
な
く
、
現
地
の
治
安
も

安
定
し
、
戦
地
に
い
る
と
の
感
も
乏
し
く
、
運
次
第
と
は

い
え
、
余
り
の
隔
絶
は
何
と
申
す
べ
き
や
答
え
を
知
り
ま

せ
ん
。
因
果
と
言
う
べ
き
か
、
神
の
配
剤
と
言
う
に
余
り

に
も
不
公
平
で
し
た
と
思
い
ま
す
。 

 

終
戦
後
の
私 

終
戦
の
報
を
聞
い
た
後
、
当
分
の
間
は
敗
戦
の
言
葉
や

文
字
さ
え
も
我
々
の
心
か
ら
捨
て
た
い
心
境
が
続
き
ま
し

た
。
残
務
整
理
が
発
令
さ
れ
、
世
の
中
が
一
変
し
た
感
が

あ
り
ま
し
た
が
、
島
で
は
現
地
人
が
我
々
を
慕
い
、
終
戦
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前
と
変
わ
る
か
と
な
く
協
力
し
て
く
れ
て
治
安
維
持
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
十
年
後
半
で
し
た
が
、
各
隊
、
各

班
の
帰
還
が
近
付
き
、
悲
し
み
の
増
し
た
当
時
で
し
た
。

と
く
に
私
は
大
隊
本
部
付
と
な
り
、
帰
還
業
務
を
命
ぜ
ら

れ
、
そ
の
仕
事
や
軍
用
資
材
、
武
器
処
理
に
忙
し
い
毎
日

で
し
た
。
ま
た
将
校
所
持
の
軍
刀
は
連
隊
本
部
に
一
括
収

集
し
、
刀
剣
を
鑑
定
し
て
上
中
下
の
三
段
階
に
分
類
し
て

倉
庫
に
保
管
し
ま
し
た
が
、
連
隊
長
の
命
に
よ
り
日
本
刀

一
振
で
も
日
本
に
待
ち
帰
る
こ
と
は
不
可
能
で
し
た
。 

残
務
整
理
の
進
む
な
か
、
昭
和
二
十
一
年
夏
ご
ろ
に
十

班
ほ
ど
に
分
け
て
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。
途
中
、
命

令
に
よ
り
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
寄
港
、
ジ
ョ
ホ
ー
ル
州
の
バ

ト
バ
バ
に
上
陸
し
、
米
英
軍
の
指
示
の
下
に
作
業
隊
が
編

成
さ
れ
、
着
の
身
着
の
ま
ま
で
使
役
さ
れ
、
衣
食
住
は
不

充
分
の
連
続
の
捕
虜
生
活
で
し
た
と
の
こ
と
で
す
。 

し
か
し
私
は
終
戦
処
理
の
た
め
メ
ダ
ン
に
残
留
し
、
沢

村
連
隊
長
の
下
で
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
を
最
後
に
メ
ダ

ン
を
後
に
し
て
、
ベ
ラ
ワ
ン
港
よ
り
帰
国
の
途
に
就
き
ま

し
た
。
こ
の
事
に
つ
い
て
は
後
記
し
ま
す
が
、
今
思
え
ば

昭
和
二
十
一
年
陣
中
で
病
死
さ
れ
た
寺
内
元
帥
の
墓
を
、

英
軍
の
許
可
を
得
て
我
が
近
歩
五
の
戦
病
死
者
の
墓
と
同

じ
く
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
鎮
座
、
造
営
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
こ
の
尊
い
仕
事
を
担
当
し
た
の
が
私
の
先
輩
で
あ

る
山
梨
の
上
村
芳
文
大
尉
で
し
た
。
上
村
様
も
平
成
十
年

に
ご
他
界
さ
れ
、
心
か
ら
な
る
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。 

私
は
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
、
メ
ダ
ン
を
後
に
内
地
に

復
員
し
ま
し
た
。
幸
い
帰
還
船
は
ど
こ
に
も
寄
港
せ
ず
、

一
路
瀬
戸
内
海
の
広
島
の
大
竹
港
に
着
岸
し
ま
し
た
。
時

に
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
八
日
で
日
米
開
戦
の
記
念
日
に

当
り
感
慨
ひ
と
し
お
で
し
た
。
五
年
前
の
開
戦
の
日
、
真

珠
湾
爆
撃
の
情
景
を
思
い
起
し
、
近
歩
五
連
隊
は
マ
レ
ー

へ
の
作
戦
中
だ
っ
た
と
当
時
を
思
い
出
し
た
次
第
で
す
。 

解
散
式
は
沢
村
連
隊
長
の
お
話
し
、
ス
マ
ト
ラ
に
お
け

る
労
苦
に
対
す
る
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
、
戦
没
者
に
対
す
る

哀
悼
の
言
葉
、
日
本
国
再
建
復
興
に
粉
骨
砕
身
す
る
よ
う

諭
さ
れ
、
日
本
国
の
万
歳
を
三
唱
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

命
を
共
に
し
、
生
き
残
っ
た
戦
友
と
涙
の
別
れ
を
し
て
広

島
駅
に
着
く
と
、
原
爆
で
一
面
の
焼
野
原
で
無
残
な
る
状
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生
活
態
度
で
し
た
。
我
々
は
特
に
メ
ダ
ン
を
中
心
に
進
駐

し
、
駐
屯
し
て
い
ま
し
た
が
、
常
に
テ
ビ
チ
ン
ギ
と
カ
バ

ン
バ
ヤ
は
第
三
大
隊
に
匹
敵
す
る
ぐ
ら
い
の
苦
楽
の
戦
場

で
し
た
。
と
く
に
大
隊
長
武
内
大
尉
の
下
で
の
軍
務
は
も

ち
ろ
ん
、
私
的
交
流
は
い
ま
だ
に
私
の
心
に
深
く
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
第
三
大
隊
に
は
荒
井
、
本
多
、
大
村
、

早
乙
女
、
大
場
、
菅
原
、
太
田
、
妹
尾
、
上
村
、
西
谷
な

ど
と
は
、
近
衛
精
神
で
意
気
投
合
し
、
軍
隊
な
ら
で
は
の

楽
し
い
交
流
を
重
ね
、
和
気
に
満
ち
た
ス
マ
ト
ラ
の
生
活

で
し
た
。 

平
穏
の
日
時
も
過
ぎ
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
終
戦

の
報
が
大
本
営
か
ら
発
令
さ
れ
ま
し
た
が
、
我
が
メ
ダ
ン

の
近
歩
五
に
は
二
日
遅
れ
の
八
月
十
七
日
に
正
式
連
絡
が

あ
り
、
驚
き
の
極
み
で
し
た
。
メ
ダ
ン
を
は
じ
め
ス
マ
ト

ラ
全
島
に
お
い
て
、
我
が
軍
は
大
勝
利
し
て
本
日
に
及
ん

で
い
た
の
で
、
我
々
は
終
戦
し
か
も
敗
戦
の
報
に
驚
き
、

心
身
共
に
残
念
、
無
念
の
心
で
夜
も
眠
れ
な
い
状
態
で
し

た
。 思

え
ば
昭
和
十
八
年
十
月
、
ス
マ
ト
ラ
島
ベ
ラ
ワ
ン
港

上
陸
以
来
満
一
年
十
カ
月
、
首
都
メ
ダ
ン
に
駐
屯
し
、
現

地
人
の
歓
迎
を
受
け
、
協
力
を
得
て
軍
務
を
遂
行
し
ま
し

た
。 そ

れ
に
引
き
換
え
ビ
ル
マ
、
比
島
、
ガ
島
、
サ
イ
パ
ン
、

硫
黄
島
、
沖
縄
な
ど
の
死
闘
、
飢
餓
戦
線
を
思
う
時
、
感

慨
ひ
と
し
お
で
し
た
。 

同
じ
軍
務
に
服
し
な
が
ら
勤
務
地
の
相
異
で
環
境
著
し

く
違
い
、
一
方
は
飢
餓
、
激
戦
、
死
闘
と
数
え
き
れ
な
い

悪
条
件
の
軍
務
に
比
べ
、
同
じ
南
方
軍
で
あ
り
な
が
ら
ス

マ
ト
ラ
は
平
穏
で
敵
機
の
来
襲
は
な
く
、
現
地
の
治
安
も

安
定
し
、
戦
地
に
い
る
と
の
感
も
乏
し
く
、
運
次
第
と
は

い
え
、
余
り
の
隔
絶
は
何
と
申
す
べ
き
や
答
え
を
知
り
ま

せ
ん
。
因
果
と
言
う
べ
き
か
、
神
の
配
剤
と
言
う
に
余
り

に
も
不
公
平
で
し
た
と
思
い
ま
す
。 

 

終
戦
後
の
私 

終
戦
の
報
を
聞
い
た
後
、
当
分
の
間
は
敗
戦
の
言
葉
や

文
字
さ
え
も
我
々
の
心
か
ら
捨
て
た
い
心
境
が
続
き
ま
し

た
。
残
務
整
理
が
発
令
さ
れ
、
世
の
中
が
一
変
し
た
感
が

あ
り
ま
し
た
が
、
島
で
は
現
地
人
が
我
々
を
慕
い
、
終
戦
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前
と
変
わ
る
か
と
な
く
協
力
し
て
く
れ
て
治
安
維
持
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
十
年
後
半
で
し
た
が
、
各
隊
、
各

班
の
帰
還
が
近
付
き
、
悲
し
み
の
増
し
た
当
時
で
し
た
。

と
く
に
私
は
大
隊
本
部
付
と
な
り
、
帰
還
業
務
を
命
ぜ
ら

れ
、
そ
の
仕
事
や
軍
用
資
材
、
武
器
処
理
に
忙
し
い
毎
日

で
し
た
。
ま
た
将
校
所
持
の
軍
刀
は
連
隊
本
部
に
一
括
収

集
し
、
刀
剣
を
鑑
定
し
て
上
中
下
の
三
段
階
に
分
類
し
て

倉
庫
に
保
管
し
ま
し
た
が
、
連
隊
長
の
命
に
よ
り
日
本
刀

一
振
で
も
日
本
に
待
ち
帰
る
こ
と
は
不
可
能
で
し
た
。 

残
務
整
理
の
進
む
な
か
、
昭
和
二
十
一
年
夏
ご
ろ
に
十

班
ほ
ど
に
分
け
て
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。
途
中
、
命

令
に
よ
り
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
寄
港
、
ジ
ョ
ホ
ー
ル
州
の
バ

ト
バ
バ
に
上
陸
し
、
米
英
軍
の
指
示
の
下
に
作
業
隊
が
編

成
さ
れ
、
着
の
身
着
の
ま
ま
で
使
役
さ
れ
、
衣
食
住
は
不

充
分
の
連
続
の
捕
虜
生
活
で
し
た
と
の
こ
と
で
す
。 

し
か
し
私
は
終
戦
処
理
の
た
め
メ
ダ
ン
に
残
留
し
、
沢

村
連
隊
長
の
下
で
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
を
最
後
に
メ
ダ

ン
を
後
に
し
て
、
ベ
ラ
ワ
ン
港
よ
り
帰
国
の
途
に
就
き
ま

し
た
。
こ
の
事
に
つ
い
て
は
後
記
し
ま
す
が
、
今
思
え
ば

昭
和
二
十
一
年
陣
中
で
病
死
さ
れ
た
寺
内
元
帥
の
墓
を
、

英
軍
の
許
可
を
得
て
我
が
近
歩
五
の
戦
病
死
者
の
墓
と
同

じ
く
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
鎮
座
、
造
営
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
こ
の
尊
い
仕
事
を
担
当
し
た
の
が
私
の
先
輩
で
あ

る
山
梨
の
上
村
芳
文
大
尉
で
し
た
。
上
村
様
も
平
成
十
年

に
ご
他
界
さ
れ
、
心
か
ら
な
る
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。 

私
は
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
、
メ
ダ
ン
を
後
に
内
地
に

復
員
し
ま
し
た
。
幸
い
帰
還
船
は
ど
こ
に
も
寄
港
せ
ず
、

一
路
瀬
戸
内
海
の
広
島
の
大
竹
港
に
着
岸
し
ま
し
た
。
時

に
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
八
日
で
日
米
開
戦
の
記
念
日
に

当
り
感
慨
ひ
と
し
お
で
し
た
。
五
年
前
の
開
戦
の
日
、
真

珠
湾
爆
撃
の
情
景
を
思
い
起
し
、
近
歩
五
連
隊
は
マ
レ
ー

へ
の
作
戦
中
だ
っ
た
と
当
時
を
思
い
出
し
た
次
第
で
す
。 

解
散
式
は
沢
村
連
隊
長
の
お
話
し
、
ス
マ
ト
ラ
に
お
け

る
労
苦
に
対
す
る
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
、
戦
没
者
に
対
す
る

哀
悼
の
言
葉
、
日
本
国
再
建
復
興
に
粉
骨
砕
身
す
る
よ
う

諭
さ
れ
、
日
本
国
の
万
歳
を
三
唱
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

命
を
共
に
し
、
生
き
残
っ
た
戦
友
と
涙
の
別
れ
を
し
て
広

島
駅
に
着
く
と
、
原
爆
で
一
面
の
焼
野
原
で
無
残
な
る
状
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態
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
し
た
。
東
海
道
線
で
静
岡
県

富
士
駅
を
経
由
し
て
身
延
線
に
乗
り
換
え
て
甲
府
に
向
い

ま
し
た
が
、
電
車
故
障
で
南
部
駅
近
く
の
橋
上
で
急
停
車
、

後
続
電
車
に
乗
り
夜
中
に
甲
府
駅
に
着
き
ま
し
た
。
甲
府

も
空
襲
で
焼
野
原
、
米
軍
の
非
情
を
知
っ
た
の
で
す
が
よ

う
や
く
生
れ
た
家
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。 

父
母
兄
弟
全
員
は
無
事
健
在
で
私
の
帰
り
を
喜
び
涙
し

た
も
の
で
す
。
家
業
の
呉
服
屋
は
衣
料
が
統
制
品
で
切
符

が
な
い
と
売
買
が
出
来
な
か
っ
た
が
商
売
は
結
構
忙
し
か

っ
た
と
か
、
こ
う
し
て
私
は
第
二
の
人
生
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。 

最
後
の
人
生
の
出
発
点
と
し
て
の
強
い
意
志
は
、
近
歩

五
精
神
を
常
に
持
ち
続
け
る
こ
と
で
し
た
。
ま
た
日
本
刀

の
教
え
る
と
こ
ろ
の
人
生
訓
の
言
葉
の
通
り｢

折
れ
ず
曲

ら
ず
よ
く
斬
れ
る｣

の
精
神
を
胸
中
に
保
有
し
て
社
会
に

貢
献
す
る
こ
と
で
し
た
。 

今
次
大
戦
に
よ
る
日
本
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
広
島
、

長
崎
に
対
す
る
原
爆
投
下
に
よ
り
無
辜
の
民
の
死
者
二
十

数
万
の
多
き
に
達
し
、
被
爆
し
病
傷
害
を
受
け
た
る
者
五

十
万
を
超
え
、
家
財
の
焼
失
は
多
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
私
が
大
竹
港
か
ら
広
島
駅
に
至
る
道
す
が
ら
に
も

樹
木
一
本
な
く
、
焼
失
を
免
れ
た
る
家
屋
一
軒
だ
に
な
く

荒
廃
そ
の
極
み
で
し
た
。 

そ
れ
以
外
の
こ
と
は
考
え
ず
に
、
た
だ
ひ
た
す
ら
家
に

帰
り
た
い
の
一
念
で
、
汽
車
は
順
調
に
走
る
中
、
そ
ん
な

こ
と
ば
か
り
考
え
ま
し
た
。
東
京
を
は
じ
め
各
都
市
が
恐

ろ
し
い
大
空
襲
を
受
け
、
我
が
山
梨
の
県
都
甲
府
市
も
焼

野
原
の
悲
惨
な
る
姿
に
変
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
敗
戦
、

終
戦
の
日
本
の
姿
で
し
た
。 

そ
こ
で
国
民
の
一
人
一
人
が
困
苦
欠
乏
に
耐
え
、
ま
た

樺
太
、
国
後
、
択
捉
島
、
積
丹
、
歯
舞
、
朝
鮮
、
台
湾
、

南
洋
委
任
統
治
領
は
我
が
国
土
よ
り
消
さ
れ
、
建
国
以
来

の
大
八
洲
に
な
っ
て
仕
舞
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境

下
に
あ
り
な
が
ら
日
本
国
民
の
強
い
精
神
力
と
日
本
再
建
、

復
興
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
の
毎
日
で
し
た
。 

当
時
は
も
ち
ろ
ん
テ
レ
ビ
放
送
は
な
く
、
ラ
ジ
オ
放
送

の
み
で
し
た
。
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
、
私
は
生
れ
故
郷

の
春
米
の
旧
家
か
ら
父
・
神
田
貞
造
氏
、
母
貞
子
様
の
長
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女
、
愛
子
と
結
婚
し
、
男
一
人
、
女
二
人
の
子
供
の
父
と

な
り
ま
し
た
。
当
時
は
衣
食
住
共
に
大
変
り
の
時
代
で
し

た
が
、
諸
事
順
調
に
進
み
、
昭
和
二
十
九
年
ま
で
に
子
供

の
生
誕
を
終
わ
り
、
文
字
ど
お
り
月
、
月
、
火
、
水
、
木
、

金
、
金
の
休
み
な
し
の
活
躍
に
よ
り
目
的
の
達
成
に
努
力

し
ま
し
た
。 

幸
に
も
私
を
は
じ
め
家
族
全
員
が
健
康
に
恵
ま
れ
、
商

売
も
成
功
裡
に
推
移
致
し
て
き
ま
し
た
。
い
つ
の
間
に
か

私
が
八
十
五
歳
、
妻
七
十
八
歳
と
な
り
ま
し
た
。
思
う
に

食
生
活
や
後
記
す
る
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
健
康
づ
く
り
の
効

果
で
あ
ろ
う
と
信
じ
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
家
業
の
田
中
屋
呉
服
店
は
田
中
屋
衣
装
店
と
名
を

改
め
、
呉
服
小
売
販
売
と
冠
婚
葬
祭
、
文
化
活
動
用
の
貸

衣
装
業
の
県
内
初
の
リ
ー
ス
業
を
営
み
、
今
日
ま
で
五
十

五
年
継
続
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
し
て
県
内
、
長
野
、
東

京
、
静
岡
及
び
名
古
屋
な
ど
の
御
客
様
を
多
数
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
長
年
、
社
会
活
動
奉
仕
に
も
尽
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。 

 

近
歩
五
会
（
戦
友
会
） 

戦
後
六
十
二
年
を
迎
え
る
現
在
、
我
が
近
歩
五
会
は
新

井(

旧
姓
、
柳
沢)

会
長
な
ど
の
ご
努
力
に
よ
り
『
近
歩
五

た
よ
里
』
を
毎
年
発
刊
さ
れ
、
戦
死
、
戦
没
者
と
戦
後
病

死
者
の
名
簿
を
掲
載
し
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
祈
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
連
隊
の
歴
史
と
近
歩
会
の
記
録
を
記
し
た
本
は

第
四
十
五
号
ま
で
で
一
応
終
刊
と
な
り
、
時
代
の
推
移
と

会
員
の
高
齢
化
に
よ
り
平
成
十
七
年
に
解
散
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
我
が
中
隊
は
年
一
回
、
新
潟
県
寺
泊
の
聖
徳
寺

に
お
い
て
戦
没
者
の
慰
霊
碑
に
参
拝
を
続
け
て
お
り
ま
す
。 

一
方
山
梨
の
戦
友
会
と
し
て
、
我
が
八
中
隊
が
全
国
に

呼
び
掛
け
て
、
近
歩
五
に
在
籍
し
た
生
存
者
を｢

近
歩
五
Ｏ

Ｂ
会｣

と
名
付
け
て
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
時
が
平
成

十
六
年
十
月
で
し
た
。
会
長
に
中
村
良
太
郎
氏
を
お
願
い

し
、
会
合
は
現
在
も
継
続
し
て
お
り
ま
す
。 

近
歩
五
の
大
隊
副
官
で
あ
っ
た
本
多
栄
二
氏
は
現
在
、

正
栄
食
品
㈱
の
会
長
で
毎
年｢

近
歩
五
便
り｣

を
自
費
出
版

さ
れ
て
生
存
者
約
五
百
人
に
贈
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 
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態
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
し
た
。
東
海
道
線
で
静
岡
県

富
士
駅
を
経
由
し
て
身
延
線
に
乗
り
換
え
て
甲
府
に
向
い

ま
し
た
が
、
電
車
故
障
で
南
部
駅
近
く
の
橋
上
で
急
停
車
、

後
続
電
車
に
乗
り
夜
中
に
甲
府
駅
に
着
き
ま
し
た
。
甲
府

も
空
襲
で
焼
野
原
、
米
軍
の
非
情
を
知
っ
た
の
で
す
が
よ

う
や
く
生
れ
た
家
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。 

父
母
兄
弟
全
員
は
無
事
健
在
で
私
の
帰
り
を
喜
び
涙
し

た
も
の
で
す
。
家
業
の
呉
服
屋
は
衣
料
が
統
制
品
で
切
符

が
な
い
と
売
買
が
出
来
な
か
っ
た
が
商
売
は
結
構
忙
し
か

っ
た
と
か
、
こ
う
し
て
私
は
第
二
の
人
生
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。 

最
後
の
人
生
の
出
発
点
と
し
て
の
強
い
意
志
は
、
近
歩

五
精
神
を
常
に
持
ち
続
け
る
こ
と
で
し
た
。
ま
た
日
本
刀

の
教
え
る
と
こ
ろ
の
人
生
訓
の
言
葉
の
通
り｢

折
れ
ず
曲

ら
ず
よ
く
斬
れ
る｣

の
精
神
を
胸
中
に
保
有
し
て
社
会
に

貢
献
す
る
こ
と
で
し
た
。 

今
次
大
戦
に
よ
る
日
本
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
広
島
、

長
崎
に
対
す
る
原
爆
投
下
に
よ
り
無
辜
の
民
の
死
者
二
十

数
万
の
多
き
に
達
し
、
被
爆
し
病
傷
害
を
受
け
た
る
者
五

十
万
を
超
え
、
家
財
の
焼
失
は
多
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
私
が
大
竹
港
か
ら
広
島
駅
に
至
る
道
す
が
ら
に
も

樹
木
一
本
な
く
、
焼
失
を
免
れ
た
る
家
屋
一
軒
だ
に
な
く

荒
廃
そ
の
極
み
で
し
た
。 

そ
れ
以
外
の
こ
と
は
考
え
ず
に
、
た
だ
ひ
た
す
ら
家
に

帰
り
た
い
の
一
念
で
、
汽
車
は
順
調
に
走
る
中
、
そ
ん
な

こ
と
ば
か
り
考
え
ま
し
た
。
東
京
を
は
じ
め
各
都
市
が
恐

ろ
し
い
大
空
襲
を
受
け
、
我
が
山
梨
の
県
都
甲
府
市
も
焼

野
原
の
悲
惨
な
る
姿
に
変
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
敗
戦
、

終
戦
の
日
本
の
姿
で
し
た
。 

そ
こ
で
国
民
の
一
人
一
人
が
困
苦
欠
乏
に
耐
え
、
ま
た

樺
太
、
国
後
、
択
捉
島
、
積
丹
、
歯
舞
、
朝
鮮
、
台
湾
、

南
洋
委
任
統
治
領
は
我
が
国
土
よ
り
消
さ
れ
、
建
国
以
来

の
大
八
洲
に
な
っ
て
仕
舞
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境

下
に
あ
り
な
が
ら
日
本
国
民
の
強
い
精
神
力
と
日
本
再
建
、

復
興
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
の
毎
日
で
し
た
。 

当
時
は
も
ち
ろ
ん
テ
レ
ビ
放
送
は
な
く
、
ラ
ジ
オ
放
送

の
み
で
し
た
。
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
、
私
は
生
れ
故
郷

の
春
米
の
旧
家
か
ら
父
・
神
田
貞
造
氏
、
母
貞
子
様
の
長
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女
、
愛
子
と
結
婚
し
、
男
一
人
、
女
二
人
の
子
供
の
父
と

な
り
ま
し
た
。
当
時
は
衣
食
住
共
に
大
変
り
の
時
代
で
し

た
が
、
諸
事
順
調
に
進
み
、
昭
和
二
十
九
年
ま
で
に
子
供

の
生
誕
を
終
わ
り
、
文
字
ど
お
り
月
、
月
、
火
、
水
、
木
、

金
、
金
の
休
み
な
し
の
活
躍
に
よ
り
目
的
の
達
成
に
努
力

し
ま
し
た
。 

幸
に
も
私
を
は
じ
め
家
族
全
員
が
健
康
に
恵
ま
れ
、
商

売
も
成
功
裡
に
推
移
致
し
て
き
ま
し
た
。
い
つ
の
間
に
か

私
が
八
十
五
歳
、
妻
七
十
八
歳
と
な
り
ま
し
た
。
思
う
に

食
生
活
や
後
記
す
る
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
健
康
づ
く
り
の
効

果
で
あ
ろ
う
と
信
じ
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
家
業
の
田
中
屋
呉
服
店
は
田
中
屋
衣
装
店
と
名
を

改
め
、
呉
服
小
売
販
売
と
冠
婚
葬
祭
、
文
化
活
動
用
の
貸

衣
装
業
の
県
内
初
の
リ
ー
ス
業
を
営
み
、
今
日
ま
で
五
十

五
年
継
続
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
し
て
県
内
、
長
野
、
東

京
、
静
岡
及
び
名
古
屋
な
ど
の
御
客
様
を
多
数
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
長
年
、
社
会
活
動
奉
仕
に
も
尽
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。 

 

近
歩
五
会
（
戦
友
会
） 

戦
後
六
十
二
年
を
迎
え
る
現
在
、
我
が
近
歩
五
会
は
新

井(

旧
姓
、
柳
沢)

会
長
な
ど
の
ご
努
力
に
よ
り
『
近
歩
五

た
よ
里
』
を
毎
年
発
刊
さ
れ
、
戦
死
、
戦
没
者
と
戦
後
病

死
者
の
名
簿
を
掲
載
し
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
祈
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
連
隊
の
歴
史
と
近
歩
会
の
記
録
を
記
し
た
本
は

第
四
十
五
号
ま
で
で
一
応
終
刊
と
な
り
、
時
代
の
推
移
と

会
員
の
高
齢
化
に
よ
り
平
成
十
七
年
に
解
散
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
我
が
中
隊
は
年
一
回
、
新
潟
県
寺
泊
の
聖
徳
寺

に
お
い
て
戦
没
者
の
慰
霊
碑
に
参
拝
を
続
け
て
お
り
ま
す
。 

一
方
山
梨
の
戦
友
会
と
し
て
、
我
が
八
中
隊
が
全
国
に

呼
び
掛
け
て
、
近
歩
五
に
在
籍
し
た
生
存
者
を｢

近
歩
五
Ｏ

Ｂ
会｣

と
名
付
け
て
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
時
が
平
成

十
六
年
十
月
で
し
た
。
会
長
に
中
村
良
太
郎
氏
を
お
願
い

し
、
会
合
は
現
在
も
継
続
し
て
お
り
ま
す
。 

近
歩
五
の
大
隊
副
官
で
あ
っ
た
本
多
栄
二
氏
は
現
在
、

正
栄
食
品
㈱
の
会
長
で
毎
年｢

近
歩
五
便
り｣

を
自
費
出
版

さ
れ
て
生
存
者
約
五
百
人
に
贈
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 
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近
衛
歩
兵
第
五
連
隊
歌 

一
、
東
亜
の
空
に
風
荒
れ
て 

征
旅
は
進
む
三
千
里 

護
国
の
使
命
身
に
負
い
て 

義
士
ヶ
丘
に
生
れ
た
る 

我
等
の
近
衛
五
連
隊 

二
、
十
月
菊
咲
く
二
十
五
日 

 

親
し
く
天
皇
賜
わ
た
る 

軍
旗
翻
る
下
に
生
き 

向
こ
う
荒
野
に
死
を
誓
う 

 

我
等
近
衛
の
第
五
連
隊 

三
、
大
内
山
の
松
陰
に 

 
果
た
す
守
衛
の
任
重
く 

君
万
歳
を
祈
り
つ
つ 

 

我
等
近
衛
の
第
五
連
隊 

四
、
勲
功
は
高
し
桜
花 

 

聖
諭
は
堅
く
肝
に
あ
り 

三
ヶ
年
の
皇
国
を 

守
護
り
て
永
久
の
名
に
生
き
ん 

 

我
等
近
衛
の
第
五
連
隊 

  

復
員
時
の
私
の
階
級
は
陸
軍
曹
長
で
し
た
。 

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
ミ
レ
ー
島
の
死
闘 

滋
賀
県 

 

佐 

藤 
 

 

保 
 

 

 

ひ
も
じ
か
と 

問
う
も
愚
か
ぞ 

此
の
頃
は 

 
 
 
 

 

死
に
た
る
戦
友
を 

幸
に
思
ほ
ゆ 

何
故
に
吾
を 

生
み
た
り
と 

父
母
迄
も 

 

 
 
 
 

 

恨
む
程
心 

荒
べ
り 

爆
撃
機 

遠
く
去
り
た
り 

も
の
い
は
ぬ 

 
 
 
 

 

体
い
く
つ
ぞ 

硝
煙
の
切
間
に 

南
海
の 

小
島
の
砂
を 

紅
に 

 
 
 
 

 

染
め
散
り
ゆ
く 

姿
如
何
に
つ
た
へ
む 

 

こ
の
短
歌
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
ミ
レ
ー
島
で
将
兵
の

詠
ま
れ
た
歌
の
一
部
で
あ
る
。 

私
は
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
十
二
月
末
日
、
海
軍

志
願
兵
募
集
に
応
募
し
、
昭
和
十
七
年
初
め
検
査
合
格
、

横
須
賀
海
兵
団
へ
入
団
、
新
兵
教
育
を
受
け
た
後
、
館
山

海
軍
砲
術
学
校
に
入
校
し
特
別
陸
戦
隊
教
育
を
終
了
し
た
。
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昭
和
十
八
年
六
月
、
第
六
十
六
警
備
隊
付
と
し
て
ミ
レ
ー

島
へ
派
兵
さ
れ
た
。
十
一
月
初
め
よ
り
爆
撃
が
始
ま
っ
た
。 

「
三
時
方
向
よ
り
敵
機
来
襲
、
配
置
に
つ
け
」
と
の
命

令
が
で
た
。
滑
走
路
に
い
た
零
戦
三
機
が
飛
び
立
っ
て
い

っ
た
。
北
砲
台
の
上
空
か
な
た
に
大
型
機
Ｂ
29
が
見
え
て

き
た
。
九
機
編
隊
に
零
戦
が
上
か
ら
襲
い
か
か
る
。
敵
機

か
ら
い
っ
せ
い
に
零
戦
に
向
っ
て
撃
つ
曳
光
弾
が
飛
び
交

う
。
零
戦
が
敵
機
の
上
の
前
方
に
い
く
。
敵
機
の
前
方
か

ら
四
方
に
煙
が
吹
き
出
す
。
タ
コ
爆
雷
を
落
し
た
と
す
ぐ

分
か
っ
た
。
敵
機
が
煙
を
出
し
て
降
下
し
て
い
き
、
は
る

か
外
海
の
か
な
た
に
消
え
て
い
っ
た
。 

他
の
零
戦
は
敵
機
の
集
中
砲
火
を
浴
び
、
煙
を
吹
い
た

が
、
敵
機
の
前
に
回
り
敵
機
目
掛
け
突
っ
込
ん
で
い
っ
た
。

零
戦
砕
け
て
落
ち
て
い
く
。
敵
機
も
煙
を
出
し
な
が
ら
外

海
に
落
ち
た
。
落
下
傘
が
開
い
て
落
ち
て
ゆ
く
。
櫓
の
上

に
い
た
通
信
兵
が
拡
声
器
で
叫
ぶ
「
水
警
隊
、
集
合
」
。 

対
空
機
銃
に
つ
い
て
い
た
が
高
度
約
八
千
メ
ー
ト
ル
で

は
機
銃
は
だ
め
だ
。
す
ぐ
小
発
に
乗
っ
て
外
海
に
で
た
。

櫓
の
上
の
通
信
兵
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
二
キ
ロ
ほ
ど
沖

に
で
た
。
落
下
傘
を
見
付
け
た
。
そ
の
近
く
を
回
り
な
が

ら
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
探
す
。
だ
ん
だ
ん
暗
く
な
っ
て
く
る
。

早
く
探
さ
な
け
れ
ば
と
気
ば
か
り
焦
る
。
先
が
見
え
な
く

な
っ
た
。
皆
で
大
声
を
だ
し
て
呼
ん
だ
が
返
事
が
な
い
。

呼
び
な
が
ら
三
十
分
ほ
ど
探
し
た
が
見
つ
か
ら
な
い
。 

仕
方
な
く
ミ
レ
ー
島
の
隣
の
島
の
外
海
へ
着
い
て
砂
浜

へ
舟
を
引
き
上
げ
た
。
椰
子
の
葉
を
舟
に
被
せ
て
お
か
な

い
と
毎
日
来
る
小
型
機
に
機
銃
掃
射
と
爆
弾
で
沈
め
ら
れ

る
。
椰
子
の
葉
を
拾
い
に
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
舟
を
放
れ
て

拾
っ
て
い
る
と
、
前
の
方
で
「
ウ
ー
ウ
ー
」
と
唸
っ
て
い

る
よ
う
な
声
が
す
る
。
声
の
す
る
方
に
い
っ
て
み
た
。
な

ん
と
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
砂
浜
に
上
半
身
は
い
あ
が
っ
て
倒
れ

て
い
る
。 

「
お
ー
い
、
皆
ん
な
来
て
く
れ
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
い
る
ぞ
」。

皆
集
ま
っ
た
。
一
人
が
望
楼
砲
台
へ
車
を
取
り
に
い
っ
た
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
顔
は
傷
と
黒
ア
ザ
で
は
れ
上
り
、
左
腕
は

骨
折
で
ぶ
ら
ぶ
ら
、
よ
く
生
き
て
い
て
砂
浜
ま
で
泳
ぎ
着

い
た
。
四
年
、
五
年
と
訓
練
し
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
強
さ
を

み
せ
つ
け
ら
れ
た
。 




